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教 学 第 ９ ９ ６ 号令和元年１２月５日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 小 ・ 中 学 校 長各 中 等 教 育 学 校 長各 特 別 支 援 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

令和元年度奈良県小・中学校図画工作・美術教育研究会

児童生徒作品研修会の開催について（通知）このことについて、下記により開催しますので、関係教員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨県内小・中学校等における図画工作・美術教育の一層の充実を図るため、児童生徒の作品を通して指導法の研修を行い、教員の指導力の向上に役立てる。２ 主 催奈良県教育委員会、奈良県図画工作・美術教育研究会３ 期日及び会場令和２年１月１０日（金）県立教育研究所 磯城郡田原本町秦庄２２－１４ 参加対象者県内小学校、中学校、中等教育学校前期課程及び特別支援学校小・中学部の教員５ 日 程１３：１５～１３：３０ 開会行事１３：３０～１５：００ 校種別作品鑑賞・指導助言・小中交流作品鑑賞１５：００～１６：３０ 記念講演

殿
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文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官岡田 京子 氏１６：３０～１６：４０ 閉会行事６ その他(１) 各郡市の研究委員は、研修用として児童又は生徒の作品５点程度を持参すること。また、その他の参加者も、研修用として児童又は生徒の作品をできるだけ持参すること。(２) 参加申込み平成３１年４月４日付け週報２３１４号掲載の参加基本様式により、職名及び氏名を記入の上、令和元年１２月２０日（金）までに下記宛てＦＡＸで申し込むこと。奈良市立あやめ池小学校 教諭 森口 裕美ＦＡＸ ０７４２－４５－７４６２
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教 学 第 １ ０ １ ０ 号令和元年１２月５日各 市 町 村 教 委 教 育 長
殿各 学 校 （ 園 ） 長

奈良県教育委員会教育長

第５１回奈良県特別支援教育研究大会の開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教職員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨子どものもてる力を伸ばし、個に応じた教育的支援や共生社会の実現を目指して、各校・園での教育実践を基にした研究協議を行い、教員一人一人の専門性の向上につなげるとともに、特別支援教育の一層の充実を図る。２ 主 催奈良県教育委員会、奈良県特別支援教育研究会、奈良県特別支援学級及び通級指導教室設置学校長協会３ 期日及び会場令和２年１月２８日（火）県立教育研究所 磯城郡田原本町秦庄２２－１４ 参加対象者県内の幼稚園、幼保連携型認定こども園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の教職員５ 大会テーマ「豊かな社会参加をめざして ～すべての幼児児童生徒の将来を見据えた教育の充実～」６ 日 程１３：００～１３：２０ 開会行事１３：２０～１５：００ 講 演
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１５：１５～１６：５０ 分 科 会７ 講 演演題 「愛着障害と発達障害の理解と支援」講師 和歌山大学教育学部 教授 米澤 好史 氏８ 分科会分科会 主 題 協 議 内 容 提 案 者 助 言 者医療、保健、福祉 ・就学前から就学後へ 香芝市立二上 県立大淀養護学等の関係機関と連 のスムーズな支援の 幼稚園 校携した、学齢期に 移行に向けた工夫 後藤 晴子 校長就学にむけ 至るまでの相談・ ・保幼小や関係機関との 吉崎 純子１ ての支援 支援の在り方 連携の在り方・障害特性に応じた支援を充実させるために本人・保護者の多 ・個々の教育的ニーズ 橿原市立真菅 県教育委員会事様な願いに対応し に応じた支援の在り 小学校 務局学校教育課知的障害 た支援や合理的配 方 松田 祐子 特別支援教育係２ 教育 慮の工夫、学校間 ・自立と社会参加に向 指導主事連携に向けた指導 けた指導の工夫 三村 好央や支援の在り方 ・コミュニケーション力を高める指導本人・保護者の多 ・個々の教育的ニーズ 十津川村立十 県立教育研究所様な願いや一人一 に応じた支援の在り 津川第一小学 特別支援教育部人の障害特性に対 方 校 指導主事自閉症・ 応した効果的な指 ・自己理解やアセスメ 吉本 好江 佐藤 真佐代３ 情緒障害 導や支援の在り方 ントをふまえた支援教育 の在り方・児童がやる気をもって授業に取り組めるためには
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子どもたちが生活上 ・子どもの主体性を大 桜井市立桜井 県教育委員会事又は学習上の困難を 切にした支援の在り 西小学校 務局学校教育課主体的に改善・克服 方 長井 智津子 特別支援教育係するための指導や支 ・自立活動の指導の充 指導主事４ 自立活動 援の工夫 実に向けた取組や支 北井 美智代援体制の工夫・自立と社会参加に向けた課題設定の在り方学び方の違いや社 ・切れ目のない支援の 平群町立平群 県立教育研究所会性の課題を抱え 在り方 小学校 特別支援教育部発達障害へ ている子どもたち ・障害の克服・改善、 栄口 禎子 指導主事５ の支援 への支援の工夫 集団生活への適応を 増田 薫目指した指導・支援の在り方・通級指導教室の役割障害のある子ども ・自己理解を育み、自己 吉野町立吉野 県教育委員会事進路指導と たちへの就労支援 決定を進めるための工 中学校 務局学校教育課６ キャリア教 やキャリア教育、 夫 梅原 圭織里 特別支援教育係育 学童期からの系統 ・卒業後を見据えた一貫 指導主事的・継続的な指導 した指導の在り方 井上 和加子や支援の在り方特別支援教育コー ・組織的、継続的に支援 県立明日香養 県立教育研究所ディネーターの取 を進めていくための校 護学校 特別支援教育部特別支援教 組や支援体制、特 内支援体制の在り方 塩路 晃 係長７ 育体制作り 別支援学校のセン ・校種間、関係機関等と 大谷 啓之ター的役割 の連携の在り方・特別支援学校のセンター的機能の充実
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交流及び共同学習 ・豊かな心を育む交流及 宇陀市立大宇 県立奈良養護学交流及び共 の在り方（障害理 び共同学習の在り方 陀中学校 校８ 同学習 解に関する実践も ・様々な多様性を受け入 松谷 学 校長含む） れる心情や態度を育む 疋田 剛士 平井 克季障害者理解教育の工夫多様な障害と教育 ・学校経営上の緒課題 香芝市立真美 県教育委員会事的ニーズに応じた ・特別支援教育に対する ヶ丘西小学校 務局学校教育課設置学校長協会 学校経営 校長の役割 校長 主幹学校経営 中永 和美 荒木 篤人９ 参加申込み(１) 全体会については、当日受付で申し込むこと。(２) 分科会については、二次案内に添付されている「分科会参加票」に必要事項を記入の上、大会当日持参すること。10 問合せ先五條市立牧野小学校 教諭 中尾 亘ＴＥＬ ０７４７－２２－２５８４11 その他詳細については、各校・園に配布する二次案内を参照すること。
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教 体 第 ３ ６ ５ 号令和元年１２月５日各 市 町 村 教 委 教 育 長
殿各 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和元年度 第４５回奈良県学校保健主事研究大会の

開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係職員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨心身ともに健康な児童・生徒を育成するために、学校保健に関する保健主事の職務内容と実践的課題の究明などの研修を深め、もって学校保健の推進充実を図る。２ 主 催奈良県教育委員会、奈良県学校保健会、奈良県学校保健主事会３ 期日及び会場令和２年２月４日（火）県立教育研究所 磯城郡田原本町秦庄２２－１４ 参加対象者(１) 県内小・中・高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の保健主事並びに学校保健担当教職員(２) 学校医、学校歯科医、学校薬剤師(３) 市町村教育委員会学校保健担当者５ 日 程１２：４５～１３：００ 受付１３：００～１３：２５ 開会行事１３：３０～１５：００ 講演（講師紹介、質疑応答含む）
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１５：１０～１６：４０ 小・中・高等学校部会別研究発表及び研究協議６ 講 演演題 「誰もが『自分らしく生きる』対話づくり」講師 ＮＰＯ法人きららの木 相談支援センターきららの木きらきら相談支援専門員 田崎 智咲斗 氏７ 部会別研究発表及び研究協議(１) 研究協議題生涯にわたって心身の健康を志向し、主体的に活動できる児童生徒を育成するための保健主事の取組について(２) 部会別発表題及び発表者ア 小学校部会「元気西っ子プロジェクト」広陵町立広陵西小学校 教諭 坂口 妙子「学校組織として児童生徒の健康安全を守るために～奈良市養護部会（危機管理・救急対応班）との合同研修～」奈良市立鼓阪小学校 養護教諭 永原 由美子イ 中学校部会「校内危機管理意識を高めるために～学校保健活動の視点から～」広陵町立広陵中学校 教諭 秋岡 奈実「地域で育む健康教育」奈良市立都祁中学校 養護教諭 萩岡 照子ウ 高等学校部会「本校の保健指導」県立青翔高等学校 教諭 長峯 千明(３) 指導助言ア 小学校部会 県教育委員会事務局保健体育課 指導主事 吉村 知容イ 中学校部会 県教育委員会事務局保健体育課 係 長 村井 篤史ウ 高等学校部会 県教育委員会事務局保健体育課 指導主事 高田 大介８ 参加申込み平成３１年４月４日付け週報第２３１４号掲載の参加基本様式により、職名及び氏名を記入の上、令和２年１月２０日（月）までに下記宛てＦＡＸで申し込むこと。(１) 各申込先○ 市町村立小学校・中学校からの参加申込み各郡市保健主事会評議員
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○ 県立中学校・高等学校及び特別支援学校からの参加申込み県立奈良情報商業高等学校 西岡 智尋ＦＡＸ ０７４４－４２－３８２７○ 国・私立学校、学校三師会及び市町村教育委員会からの参加申込み生駒市立桜ヶ丘小学校 久保 進也ＦＡＸ ０７４３－７４－６１２７※ 特別支援学校、国・私立学校、学校三師会及び市町村教育委員会については、参加申込書の（（Ａ）項目欄）に希望する参加部会名を明記すること。(２) 問合せ先奈良県学校保健主事会 事務局 久保 進也ＴＥＬ ０７４３－７５－１９８０９ その他(１) 会場の駐車台数には制限があるので、できるだけ公共の交通機関を利用すること。(２) 当日の欠席連絡は控えること。※会場である県立教育研究所への電話連絡はしないこと。(３) 大会当日の１０時現在奈良県下に警報が発表されている場合は、中止する。
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教 体 第 ３ ７ ８ 号令和元年１２月５日各 高 等 学 校 長
殿各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和元年度奈良県高等学校等養護教育研究大会

の開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係職員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨養護教諭の資質向上と学校保健の充実を目指して、日頃取り組んでいる研究の一層の推進を図る。２ 主 催奈良県教育委員会、奈良県高等学校等養護教育研究会３ 期日及び会場令和２年１月２３日（木）県立教育研究所 磯城郡田原本町秦庄２２－１４ 参加対象者県内高等学校及び特別支援学校の養護教諭等５ 日 程９：２０～ ９：３５ 開会行事９：４０～１０：２０ 研究発表および質疑応答１０：３０～１１：２０ 研究協議１１：２０～１１：４０ 講評１１：４０～１２：００ 伝達報告１２：００～１２：３０ 情報交換
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１３：３０～１５：３０ 講義１および質疑応答１５：４０～１６：２０ 講義２１６：２０～１６：４０ 閉会行事、事務連絡６ 内 容研究発表「肥満生徒へのアプローチ」県立法隆寺国際高等学校 養護教諭 中村 澄子講義１ 「肥満と糖尿病を中心とした内分泌疾患」奈良県西和医療センター 循環器内科 医長 藤木 健吾 氏講義２ 「学校保健の現状と課題」県教育委員会事務局保健体育課 指導主事 西岡 知子伝達報告「令和元年度全国学校保健・安全研究大会」奈良女子大学附属中等教育学校 養護教諭 加島 ゆう子「第７２回近畿養護教諭研究協議会」県立奈良高等学校 養護教諭 松岡 光子７ 指導助言 県教育委員会事務局保健体育課 指導主事 西岡 知子県立教育研究所教育経営部 指導主事 若狭 保８ 参加申込み平成３１年４月４日付け週報第２３１４号掲載の参加基本様式により、職名、氏名、所属ブロック（（A）項目欄）、参加の有無（（B）項目欄）及び昼食の要否（（C）項目欄）を記入の上、令和２年１月１０日（金）までに下記宛てＦＡＸ（送付状は不要）で申し込むこと。〒631-0034 奈良市学園南３－１－３帝塚山高等学校 養護教諭 松永 暢子ＦＡＸ ０７４２－４１－４８９２


